
北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

・治水の歴史とともに育まれてきた地域の歴史の継承
・自然環境・地域資源を活かした河川空間のさらなる活用促進や観光拠点化

赤水門とまちがつなぐ、自然とふれあい
にぎわい溢れる憩いの交流エリア 赤羽岩淵・志茂

かわまちづくりのビジョン

・河川敷における快適な滞留空間の整備
・赤羽岩淵駅を中心としたまちからのつながり、回遊性の強化
・多様な主体が持つ強みや特色を活かした公民連携によるにぎわいの創出

目 的

基本方針

主な取組
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【まちづくり推進部 まちづくり推進課】2

「かわまちづくり」支援制度への登録
■国土交通省が実施する「かわまちづり」制

度に、令和7年8月1日付けで「北区岩淵周
辺地区かわまちづくり」計画が登録されま
した。

■支援制度への登録により、ハード施策ほか、
河川空間のオープン化に向けた区域指定等
のソフト施策の支援を受けられるようにな
ります。

北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

令和7年8月26日（火曜日）に登録証の伝達式が執り行われ、荒
川下流河川事務所の所長から区長に登録証が伝達されました。



北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

■概要
・河川敷地の占用は、原則として公的主体（地方公共団体等）に限定されており、

営業活動は認められていない
・河川敷地占用許可準則を改正し、一定の要件を満たす場合には、特例として民間

事業者等の営業活動も行うことができるようになった
・この取り組みを「河川空間のオープン化」という

水辺空間を活かしたにぎわいの創出、地域のニーズに応じた多様な利活用が可能に
広場の活用イメージ 荒川知水資料館（amoa)の活用イメージ

河川空間のオープン化とは
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

（ゾーニング） 対象エリアを６つのゾーンに区分し、それぞれの特性に応じた整備・取組みを推進
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

（かわエリアで取組む整備内容）
■国土交通省︓高水敷基盤整備、天端舗装拡幅、坂路、親水護岸等 の整備
■北 区︓休憩所の設置、トイレの新設、広場、誘導サイン等 の整備

工事予定
令和９〜１２年度
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

（まちエリアでの取組み） 岩淵町・志茂のまちづくりと一体となった回遊性の向上

コトイロの家 R-CAFE 銭湯 岩の湯

熊野神社 志茂銀座商店街
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

（推進体制）令和7年度から新たな検討体制でハード・ソフトの具体的な検討に着手
【 推 進 主 体】

かわまち推進検討会

【参考】北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画協議会（前身組織）

ステップアップ

【推進部会】かわまちラボ

岩淵町まちづくり協議会
志茂まちづくり協議会
北区・子どもの水辺協議会
一般社団法人東京北区観光協会

株式会社岩淵家守舎
学識者（東洋大学、国士舘大学）
北 区
河川管理者（オブザーバー）

国土交通省
（荒川下流河川事務所）

東京都

参画

河川管理者

連携

検討会から信任を受けて、かわまちづくり計画の実現に
向けた質の高い空間整備と赤水門をはじめとしたエリア
の魅力発信・PRによるにぎわいづくりの検討等を実施

協働

北区

地域住民

民間事業者

令和7･８年度
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

（かわまち推進検討会）

【第１回かわまち推進検討会（R7. 9.26）】
●推進体制について ●今後の検討事項について

【第１回かわまちラボ（R7.12.19） 】
●今後の取組 ●まち歩き
●かわまちルートのデザインワーク（意見交換）

【第２回かわまち推進検討会（R8.2.4） 】
●河川空間のオープン化について ●基本設計中間報告 【第２回かわまちラボ（R8. 3.18） 】

●第2回推進検討会の報告
●空間活用について（意見交換）
●エリアの魅力発信・ＰＲについて（意見交換）【第３回かわまち推進検討会（R8. 6. 4） 】

●かわまちラボ活動報告 ●基本設計について
【第３回かわまちラボ（R8. 5.15） 】

●検証についての報告 ●空間活用について
（グループワーク）

●誘導案内ツール導入の方向性について

（かわまちラボ）

推進検討会では計画に向けてオープン化区域の検討や、
滞留空間の整備について

ラボでは計画の実現に向け、河川敷の効果的な活用や
まちとかわの回遊性について
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

【中間報告】河川空間のオープン化区域について

防災ステーション

グラウンド

北区・子どもの水辺

芝桜

ドックラン
船着場

BBQ場
駐車場

amoa

※親水護岸については、赤水門広場ゾーンまたはレクリエー
ションゾーンで最適な箇所に1か所程度の整備を予定

■北区の 河川占用範囲（現況）
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

【中間報告】河川空間のオープン化区域について

親水護岸 ※

散策路

ﾑｰﾝﾗｲﾄｽﾀﾝﾄﾞ

*今後の活用方法は、かわまちラボの活動を通じ検証していく予定 （イベント、キッチンカー、サイクルポート等）

ミズベリング岩淵勉強会での意見を反映
自然地

自然地

※親水護岸については、赤水門広場ゾーンまたはレクリエーションゾーン
で最適な箇所に1か所程度の整備を予定

■自然地を除く北区の河川占用区域全域を対象とする（事務局案）
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

【中間報告】広場整備について

レクリエーションゾーン

赤水門広場ゾーン

かわまちづくり計画 ゾーニング区分

にぎわい創出ゾーン

■レクリエーションゾーン
バーベキュー、水上アクティビ

ティなどにより、水辺空間のさら
なる活用を図るゾーン

■赤水門広場ゾーン
国の重要文化財指定を受けてい

る「旧岩淵水門（赤水門）」、荒
川知水資料館（amoa）をシンボ
ルに観光拠点化を図るゾーン

■にぎわい創出ゾーン
イベントでの活用など利用しや

すい水辺空間・環境整備を図って
いくゾーン

散 策
ジョギング サイクリング
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

にぎわい創出ゾーンの整備

■かわまちづくり計画における活用の方向性
・イベントの実施
・自然地の適切な管理・活用
・キッチンカースポット等としての広場の活用
・隅田川入口部の活用の検討

■整備内容（案）
・広場の基盤整備
・坂路の拡幅整備

利用者の活用イメージ
・散策やサイクリング、イベント参加者が

自由に利用できる空間
・大きな広場での遊びや運動を行える空間

ドッグラン

岩淵橋

新志茂橋

中之島

自然地

青水門

隅田川入口部

赤水門

駐車場

広場の整備

天端舗装拡幅
ベンチ設置

親水護岸の整備

岩淵リバーステーション

階段の改修

堤防盛土
休憩所の設置

天端舗装拡幅
ベンチ設置

広場の整備
散策路の再整備

階段の整備

展望スペースの整備

堤防盛土
休憩所の設置

広場の基盤整備
坂路の整備

（※）

※親水護岸については、赤水門広場ゾーンまたはレクリエーションゾーンで最適な箇所に1か所程度の整備を予定

【中間報告】広場整備について

12



北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

（広場の基盤整備）
広場の水たまり解消の方策を検討

（坂路の拡幅）
広場利用における車両導線の確保のため、坂路幅員を2.5ｍから5.0ｍに拡幅

5000

【中間報告】広場整備について
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

【中間報告】広場整備について  レクリエーションゾーンの整備

堤防の休憩施設のイメージ 水上アクティビティのイメージ

■かわまちづくり計画における活用の方向性
・水上アクティビティ導入

（エリア内で検討）
・バーベキュー利用
・岩淵リバーステーションの活用検討

■整備内容（案）
・散策路の整備
・広場、キッチンカースペースの整備
（巨石の撤去含む）
・ベンチ設置（桜並木区間）

利用者の活用イメージ
・散策やジョギングで休憩できる施設
・川や夕日、桜などの風景を楽しむ空間
・水上アクティビティの拠点
・バーベキュー利用者やイベント参加者

等の交流空間

※親水護岸については、赤水門広場ゾーンまたはレクリエーションゾーンで最適な箇所に1か所程度の整備を予定

ドッグラン

岩淵橋

新志茂橋

中之島

自然地

青水門

隅田川入口部

赤水門

駐車場

親水護岸の整備

広場の整備
散策路の再整備

階段の整備

展望スペースの整備

堤防盛土
休憩所の設置

広場の基盤整備
坂路の整備

広場の整備

天端舗装拡幅
ベンチ設置

岩淵リバーステーション

階段の改修

堤防盛土
休憩所の設置

天端舗装拡幅
ベンチ設置

（※）

・トイレ設置
・岩淵橋付近への休憩スペースの設置
（日除け、ベンチ、サイクルラック設置）
・天端舗装拡幅
・階段の改修
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

【中間報告】広場整備について

（トイレ新設）
・新設トイレの位置は、岩淵橋及びバーベキュー場から近い③を想定
・設置するトイレは、コンテナ型または、既存の貯留型を検討

貯留型イメージ
（出典︓メーカーHP）

コンテナ型イメージ
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

【中間報告】広場整備について

（休憩スペース）
・利用者の滞在空間として、堤防天端拡幅部に日除け施設・ベンチを整備
・ビュースポット（荒川、新河岸川、桜、夕日）となる位置にベンチを配置

日除け施設内のベンチは背付きタイプ
堤防拡幅部は荒川・新河岸川の桜の双方を
眺望できる背なしタイプを想定

ベンチ設置（拡幅部） ベンチ設置（拡幅部）

桜並木

整備箇所（来訪者の目印ともなる）
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

【中間報告】広場整備について

荒川知水資料館（amoa）の活用イメージ 赤水門広場ゾーンの活用イメージ

■かわまちづくり計画における活用の方向性
・観光拠点化・観光情報の発信
・防災教育
・拠点としての荒川知水資料館（amoa）

の活用
・中之島へのインフラ整備（長期）

・展望スペースの整備
（巨石を活用したベンチの設置含む）
・階段の整備（新規）
・休憩スペースの整備

（日除け、ベンチ設置）
・amoa ３階の改修

利用者の活用イメージ
・赤水門への眺望を楽しみ散策しながら

ゆっくりすごす空間
・散策やサイクリング、イベントでの休

憩スペース

ドッグラン

岩淵橋

新志茂橋

中之島

自然地

青水門

隅田川入口部

赤水門

駐車場

広場の整備

天端舗装拡幅
ベンチ設置

岩淵リバーステーション

階段の改修

堤防盛土
休憩所の設置

天端舗装拡幅
ベンチ設置

広場の基盤整備
坂路の整備

親水護岸の整備

広場の整備
散策路の再整備

階段の整備

展望スペースの整備

堤防盛土
休憩所の設置

（※）

※親水護岸については、赤水門広場ゾーンまたはレクリエーションゾーンで最適な箇所に1か所程度の整備を予定

 赤水門広場ゾーンの整備

■整備内容（案）
・親水護岸の整備
・広場の整備
（バーベキュー場管理棟の移設含む）
・散策路の再整備

（実生木の一部伐採・剪定含む）
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

【中間報告】広場整備について
（休憩スペース）
・利用者の滞在空間として、日除け施設（２基）、ベンチ、サイクルラックを整備
・赤水門が眺望でき、ビュースポットとなる位置に整備

サイクリストの休憩用に
サイクルラックを設置

サイクルラック 休憩スペース

■日除け施設の設置例

■ベンチの設置例

■サイクルラックの設置例

整備箇所（来訪者の目印ともなる）
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

【中間報告】広場整備について

整備内容（案）
屋 内 ・天井︓塗装

・壁︓クロス貼り換え
・床︓カーペット貼り換え
・仕切り壁︓位置の変更

テラス ・デッキの設置
・日除け設置

■前提条件
・本棚は一部撤去可能
・排煙窓があるガラス面側には、本棚を

移設できない（建築基準法・消防法等）
・ワークショップ等の利用は継続
・ドリンクのみの販売であっても

保健所の「飲食店営業許可証」が必要

床︓カーペット貼り換え

壁︓
クロス貼り換え 日除け対策

床面のデッキ等設置

■管理体制
・指定管理者を想定

■使用者
・今後、ラボの活動等を通じて検証

（荒川知水資料館（amoa)３階の改修）
利用者の滞在空間として、また、多様な活動の拠点・交流の場として活用

天井︓塗装
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

【中間報告】広場整備について 親水護岸（整備位置）

整備案①（新荒川大橋下流側）
概 要 ︓新荒川大橋の下流に親水護岸を整備する
景 観 ︓△赤水門との距離が遠い
安 全 性 ︓△河川の主流が流れており、水深が深い
アクセス︓△駐車場や拠点のamoaから遠い
総合評価︓△

水 深

〜1.0ｍ
1.0ｍ〜2.0ｍ
2.0ｍ〜3.0ｍ
3.0ｍ〜

赤水門

①

②

整備案②（赤水門上流側）【採用】
概 要 ︓赤水門上流のデッキ位置に整備する
景 観 ︓○赤水門を近くから眺めることができる
安 全 性 ︓○河川の死水域となっており、流れが穏やか
アクセス︓○駐車場や拠点のamoaからアクセスが良好
総合評価︓○
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

【中間報告】広場整備について 親水護岸（整備案）

約113m
荒川→ 水位標

荒川→

B案︓デッキ撤去・管理用通路設置
デッキを撤去し、旧閘門への流れを阻害しない法線
形状で親水護岸（高水敷）、管理用通路を整備する。
高水敷と管理用通路により、たたずめるスペース・
滞留できる場、親水護岸により水辺に近寄れる場を
創出する。

A案︓デッキ活用・現況
デッキを残して活用する。上流側の親水護岸により
水辺に近寄れる場を創出する。
親水護岸背面にたたずめるスペース・滞留できる場
を創出する。

21



北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

【中間報告】広場整備について

親水護岸（現況）
Ａ案

Ｂ案

22



北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】23



（１）かわとまちの回遊性強化、エリアの魅力発信・PR

２.１ かわまちラボ活動報告

4

２ルートの「まち歩き」を通じて、資源や課題の発掘

回遊性向上や魅力発信等の課題や手法を班別で検討

まち歩きの様子

グループワークの様子まち歩きのルート



（１）かわとまちの回遊性強化、エリアの魅力発信・PR

２.１ かわまちラボ活動報告

5

デザインワーク成果（A班）



（１）かわとまちの回遊性強化、エリアの魅力発信・PR

２.１ かわまちラボ活動報告

6

デザインワーク成果（B班）



Ⅰ．誘導案内ツールの導入イメージ

7

路面サイン
（道路への誘導ペイント含む）現在地がわかりやすい案内板 告知用掲示板

（１）かわとまちの回遊性強化、エリアの魅力発信・PR

２.１ かわまちラボ活動報告

・現在地の把握や目的地への誘導ができる「案内板」及び「路面サイン」の設置
・河川敷や周辺で開催されるイベント情報等を周知できる「告知用掲示板」の設置



8

・設置候補箇所（案内板、路面サイン、告知用掲示板）

現在地が分かりやすい
案内板や路面サイン

目的地への行き方を案内する路
面サイン＋見どころを発信する
路面サイン

イベント情報等が分かる
告知用掲示板

（１）かわとまちの回遊性強化、エリアの魅力発信・PR

２.１ かわまちラボ活動報告



Ⅱ．デジタルサイネージ（活用イメージ）

9

□ 赤羽イノベーションサイト
• 縦横比が縦９︓横３２
• 画像または動画（音無し）の出力が可能

赤羽イノベーションサイト脇のデジタルサイネージ

□ その他デジタルサイネージ
• 区役所や会館、Kバス、amoa等での導入を検討

【旧岩淵水門】、東京都北区、クリエイティブ・コモンズ・ライセンス表示4.0 
国際（https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja）

（１）かわとまちの回遊性強化、エリアの魅力発信・PR

２.１ かわまちラボ活動報告

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja


２.１ かわまちラボ活動報告

荒川 RIVER SIDE FESTIVAL（11/29） ※指定管理者の自主事業視察

（2）かわとまちの公共空間活用
■かわ側でのイベント連携

開園21周年水辺の楽校（4/18） ※北区・子どもの水辺との連携

10



7
4

11

1

5

ぜひ参加してみたい 興味はある・応援したい まだよくわからない あまり関心がない

イベントへの参加意向
10歳以下 11〜19歳 20〜39歳 40〜59歳 60歳以上

回答総数︓43
複数回答可

11

3 20
8 13 19 13

2

1

2
1

7 3 7
3

13

2 7

6 2

3

2
1

魅力スポット調査
10歳以下 11〜19歳 20〜39歳 40〜59歳 60歳以上

回答総数︓138
複数回答可

11

2 3

6 4

1

2

ぜひ参加してみたい 興味はある・応援したい その他

意見交換の場への参加意向
10歳以下 11〜19歳 20〜39歳 40〜59歳 60歳以上

回答総数︓20
複数回答可

２.１ かわまちラボ活動報告

10

2

3

いわぶちまち防災オープンDAY（12/13）

（2）かわとまちの公共空間活用
■まち側でのイベント連携

※防災まちづくりとの連携
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２.１ かわまちラボ活動報告

12

（2）かわとまちの公共空間活用
■空間活用（パッケージ案の作成）
・多様な活動が点在し、“面”としての魅力が活かしきれていない
・これらをつなぐことで、長時間滞在やまち全体の回遊につながる体験を創出できる
・将来的な事業化・持続的運営を見据え、利用者の1日の過ごし方を具体化することが重要

朝

昼夕方

② 1日のパッケージ（案）を作成する！①具体的な検証内容を想定する！

活用エリア ターゲット 内容

amoa３階 BBQ場

（活用エリアの参考）



２.１ かわまちラボ活動報告

活動④（7月）及び活動⑤（11月）の目的

河川空間のオープン化※に向けた
占用エリア（候補）の活動検証

ラボメンバー協働による新たな魅力づくり
（パッケージプログラム案）の検証

事業性

①︓集客に寄与する導入機能

かわとまちの一体利用
（一部事業性を含む）

①︓協働による新たな活用プログラム

※オープン化により、占用許可を受けた事業者の営業活動が可能

②︓水上と河川敷内建物の一体利用

③︓かわとまちの一体利用

検証の視点 検証の視点

検証の狙い（１） 検証の狙い（２）

（2）かわとまちの公共空間活用

Point

②︓利用快適性（空間）

③︓地域との関わり

Point

15

かわまちラボ活動④では、コンテンツの試行を通じて
検証の狙い（１）のPoint②・③、検証の狙い（２）のPoint①・②の検証を実施
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北区岩淵周辺地区かわまちづくり計画

【まちづくり推進部 まちづくり推進課】

 第1回検討会 R7.9.26

 第2回検討会 R8.2.4

 第4回検討会 R8.10

・ラボメンバー信任
・今後の検討事項について

・オープン化の区域（案）
・基本設計中間報告

・かわまちラボ活動報告
・運営スキームについて

 第3回検討会 R8.６.4
・かわまちラボ活動報告
・基本設計について

・かわまちラボ活動報告
・オープン化の区域（承認）

 第5回検討会 R９.5

 R7.10.27（準備会）
 第１回 R7.12 活動① WS

 第３回 R8.5 活動③ 検証・WS

 第２回 R8.3 活動② WS

 第４回 R8.7     活動④

・まち歩きによる回遊性等の検証（デザインワーク①）
・地域資源・拠点の発掘・PR手法の検討

※WS︓ワークショップ

・ラボ実施内容の確認
・ハード整備／オープン化区域に対する意見交換
・アクセス性及び公共空間活用の検証（デザインワーク②）

実証実験による検証①
・アクセスルート／回遊性の向上の検証、PRの検証
・公共空間活用／オープン化区域（案）の検証

かわまち推進検討会 かわまちラボ

本日︕

次回

 R8.4 活動（任意） 検証

29

・パッケージプログラムの検証①
河川敷の活用に係る検証／ライトアップなど夜間の活用検証

・運用スキームの意見交換

 第５回 R8.11 活動⑤

※以降の取組みは活動の進捗に応じ調整

・パッケージプログラムの検証②
・公共空間活用の検証（区域含む）


